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ゼロエネルギー住宅をはじめ、安全や環境に配慮し
県内の森林整備を意識した「地産地消」の家づくり

有限会社建徳

代　表　者：	 徳江司郎
設立年月日：	 1989 年 7 月 1 日
資　本　金：	 1,000 万円
従 業 員 数：	 14 人

住  所：	 沼田市下川田町 484-2
T E L：	 0278-23-7987 
Ma i l：	 kentoku@cocoa.plala.or.jp
U R L：	 https://www.ken-toku.co.jp

● 事業者紹介 ● 経緯・背景

● 具体的な取組や成果

　創業以来 48 年間、利根沼田地域を中心に一般住宅から
社寺建築、災害等に対応した公共工事などを幅広く手掛け
る、地域に密着した会社です。 群馬県産材を構造材に用い
ることを基本とし、県内の林業や木材産業の活性化と森林
整備の循環を意識
し た「 地 産 地 消 」
の家づくりに取り組
んでいます。

　地球温暖化による異常気象や、コロナ時代によるウッド
ショック等、今、世界は大きく変化しています。 社員一同、
経営理念である「地域に感謝、地域に貢献、地域に還元」
を実践し、今私たちに何ができるかを考え、持続性のある
豊かな地域社会を目指します。また、ゼロエネルギー住宅（北
海道基準を満たす高断熱性能）や、安全や環境に配慮した
高耐久の家づくりに積極的に取り組み、2030 年までに国連
が達成を掲げている、SDGs の実現を目指します。

●�長く住み続けられる未来の家づくり
・�外張り断熱プラス二重通気工法や充填断熱工法により、

家全体を断熱材で包みこむことで、夏はさわやかで冬は
暖かな室内環境を保ち、健康や家計の冷暖房費にも配慮
した家づくりです。

・�夏も冬も、家全体の室内環境を適温適切に保つことにより、
免疫力が上がり風邪をひくことを少なくさせ、また、家の
中の「温度差」をなくすことでヒートショックゼロ社会を目
指します。

・�1 棟ごとの換気計画を行い、外の空気を花粉やホコリを少
なくしてから室内に取り入れることにより、ハウスダストを
できるだけ除去し、アレルギーや喘息などを引き起こさな

　脱炭素社会に向けて持続可能な LCCM 住宅（ラ
イフサイクルカーボンマイナス住宅）の取組と廃材
の再利用。 廃材となってしまうロス材を利用した木
製の小物などの制作・販売、また耐久性の高い製
品を使用してメンテナンスを行うことで、何度でも
繰り返し使用できる製品設計に盛り込んだ家づくり
を目指します。

　安全や環境に配慮した高気密・高断熱・高耐久
住宅や、省エネ、防災等を事業としており、経営
理念そのものが SDGs の取組と深い関係がありま
す。 家づくりを通した地域の発展に向けて、中小
企業の強みを活かしながら地道に活動を継続する
とともに、伝統技術と新技術の融合による未来型
住宅のさらなる進化へ貢献します。

い健康住宅づくりを行います。
●�気候変動による自然災害の地域での対応および支援活動
・�災害時に迅速かつ的確に地域の人々を守り、弊社の強み

を活かした災害活動の強化を目指します。
・�大雪で除雪が困難な場合、除雪ボランティアの活動を強

化します。
・�建物災害を未然に防ぐため、床下点検の無料診断を行い、

シロアリ被害や腐食等を確認します。 倒壊の恐れがある
場合は、自社専門チームによる計画、提案、施工といっ
た修繕工事を行います。

室内環境を整えた健康住宅で、家族が一緒に成長できる未来思考の家づくり
気候変動による自然災害にも、地域レベルで対応し支援活動に協力します

廃材の再利用と脱炭素社会
持続可能な家づくりを目指す

伝統技術と新技術の融合で
地域に貢献する家づくり

当社にとっての SDGs ビジョン 今後の展望と求めるパートナー像

WEB サイト

沼田市

外壁材に杉の無垢材を使用　太陽光発電によるゼロエネルギー住宅
や、環境に配慮した家づくり

行政の除排雪が行きとどかない道路の除雪ボランティア活動
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